
草
戸
千
軒
の
発
掘
の
進
展
に
伴
い
、
長
和
庄
地
頭
渡
辺
氏
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
以
外
と
史
料
の
究
明
が
進
ん
で
い
な
い
。
備
後
蟻
方
の
多
数
の
系
図
、
特

に
渡
辺
氏
に
関
す
る
多
く
の
系
図
を
筆
写
し
た
の
は
浜
本
鶴
賓
で
、
昭
和
十

一
年
八

月
の

『
蟻
後
史
談
』
の
「
明
王
院
と
草
戸
中
洲
の
変
遷
」
に
「
渡
辺
氏
系
図
は
自
分

の
蒐
集
数
種
の
中
、
正
確
と
見
倣
さ
る
る
も
の
が
二
本
あ
る
。
外
に

『
渡
辺
先
祖
覚

書
」
と
題
す
る
美
濃
紙
三
十
葉
の
写
本
が
あ
り
、
享
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）
の
も
の

で
信
憑
す
る
に
足
る
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
鶴
賓
が
書
写
し
た
原
本
は
戦
災
で
焼

け
た
の
か
現
在
は
不
明
で
あ
る
が
、
書
写
さ
れ
た
系
図
は
懸
曲
城
古
文
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
て
、
阿
蔀
家
関
係
が
三
冊
に
、　
軍
本
備
諸
家
系
区
算
録
』
八
冊
と
別
冊
と

し
て
、

「
渡
透
系
※
算
輯
』

一
冊
が
あ
る
。

『
渡
遊
系
閑
算
機
』
の
圏
次
は
、

１
．

常
墨
寺
開
基
大
檀
那
渡
辺
越
中
守

信
濃
守
高
、
兼
、
家
は
名
前
の
み
で
、
越
中
守
兼
よ
り
書
き
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．

野
々
浜
、
渡
辺
吉
兵
衛
系
図
。

３
．

嵯
峨
源
氏
渡
辺
系
図
。

福
山
府
拳
釘
有
田
浄
胎
房
が
、
備
中

ノ
親
類
ヨ
リ
持
帰
ル
．
享
保
二
年
に
書
写
さ

｛疋

市

れ
た
も
の
。

４
，

渡
辺
先
糠
覚
書
。

本
会

の
会
長
、　
爾
自
義
之
氏
に
よ
っ
て
、
詳
細
な
解
説
文
が

『
曲
城
志
』
８
号

に
掲
載
済
。

５
．

渡
辺
氏
系
図
、
野
々
浜
。

信
濃
守
家

・
越
中
守
兼

‘
信
濃
守
高

・
信
濃
守
兼
の
順
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
内

容
の
年
代
が
前
後
し
て
い
る
。
昭
和
九
年
世
良
戸
城
氏
よ
り
借
う
写
す
。

６
．

嵯
峨
源
氏
渡
辺
系
図
。

津
之
郷
村
旗
屋
擁
井
家
所
蔵
、
内
容
は
簡
明
で
信
濃
守
三
代

の
没
年
と
年
令
が
記

さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

『
嵯
峨
源
氏
渡
辺
系
図
』
と

『
渡
辺
氏
系
図
、
野
々
浜
』
に
議
応
擾
乱
期
の
書
状

五
通
が
、
記
さ
れ
て
い
て
そ
の
中
の
二
通
は
、

『
沼
隈
郡
誌
』
に
収
録
済
の
も
の
で

残
の
三
通
は
、
未
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
武
家
文
書
で
あ
る
。

古
文
書
学
で
は
、
史
料
を
鑑
別
し
、
史
料
の
真
偽
を
区
別
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
五
通
の
文
書
に
就
い
て
、
文
書
の
差
盤
者
と
受
取
者

（人
名

/Jヽ

林
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渡 辺 氏 関 連 年 表

西  暦 年号 年 月 考備

1333
1349
″

1350
″

″

1351
1351
″

″

″

″

1352
″

″

″

//

″

1353
″

元弘 3年 7月

貞和 5年 4月
9月

観応 1年 6月
6月

7月

貞和 7年 2月

観応 2年 2月

2月

3月

3月

4月

観応 3年 2月
4月

6月

文和 1年 10月

観応 3年 11月

12月

正平 8年  7月
11月

(推定 )元弘の恩賞として渋川氏、山南郷・山田村領有。

足利直冬、長門探題として輛に下降。

杉原又四郎、輛の足利直冬を攻撃、直冬九州へ逃れる。

足利直冬・三隅兼連追討のため、高師泰(越後守 )京都を出発する。

足利尊氏、小早川氏と長井貞頼に出陣を命ずる。

直冬方の桃井左京亮、吉川経兼を誅伐の軍に招 く。

渡辺四郎兵衛究軍忠状

播磨龍野の合戦で尊氏軍大敗、後尊氏、直義と和睦。

高師直・高師泰武庫川の辺で殺される。

足利尊氏、足利直冬を九州探題 とする。

足利直冬御教書、渡辺刑部左衛門殿。

渡辺刑部左衛門、吉田庄坂城において討死。

足利尊氏、鎌倉で足利直義を殺す。

安芸国武田軍、直冬方の毛利方へ攻撃開始。

渋川直頼、備後国山南郷・山田村を金王丸 (義行 )に 譲渡。

山南光照寺開基、明光上人本願寺に参詣。

足利直冬、南朝方に帰順。

渡辺四郎左衛門尉究軍忠状。

足利直冬御教書、渡辺四郎左衛門尉殿。

今川頼貞感状、渡辺四郎左衛門尉殿。

に
疑
間
が
あ
り
、
文
書

の
事
実
を
示
す
本
文

（事
実
書
）

の
混
同
と
花
押

の
判
読
誤
）

と
事
実

の
発
生
し
た
日
時
は
、
合
戦
に
参
加
し
た
人
だ
け
が
書
き
得
る
内
容
で
、
正

史
料
で
あ
る
か
、
偽
物
何
れ
と
も
決
め
難

い
が
、
史
料
性

の
高

い
も
の
と
推
定
す
る
。

最
初

に
書
状
を
書
き
、
次

に
参
考
文
献

で
史
料

の
裏
付
を
と
り
、
終

に
解
説
を
書
く
。

■
　
渡
辺
究
軍
忠
状

渡
辺
四
郎
兵
衛
究
申
軍
忠
事

　

（
沼
隈
郡
誌
収
録
）

右
、
自
最
前
、
馳
参
御
方
、
今
年
正
月
六
日
、
武
蔵
五
郎
追
落
畢
、
立
帰
□
成
陣

取
候
処
、
同
十
八
日
、
越
後
守

・
武
蔵
五
郎
追
落
、
両
度
合
戦
致
忠
節
畢
、
是
等

次
第
二
原
清
五
郎
見
知
上
者
、
賜
御
證
判
、
弥
可
抽
軍
忠
、
言
上
如
件
、

貞
和
七
年

二
月

一
日

（今
川
直
貞
判
力
）

今
川
刑
部
大
輔
直
貞
言
上

参
　
　
　
　
　
　
深
堀
記
録
證
文
　
　
　
大
日
本
史
料

今
河
五
郎
直
貞
、
所
差
遣
也
、
属
彼
手
急
速
可
致
忠
節
之
状
如
件
、

貞
和
六
年
九
月
十
六
日

（
直
冬
）
　

花
押

深
堀
弥
五
郎

（
政
綱
）
殿

参
　
　
　
　
　
　
観
応
二
年
日
次
記
　
　
正
月

八
日

備
後
国
武
蔵
五
郎

（高
師
直
子
息
師
夏
）
備
前

二
尾
張
左
衛
門
佐

（
石
橋
和
義
）

備
中

ニ
ハ
南
遠
江

（備
中
守
護
高
宗
継
）
於
国
々
被
致
警
固
云
々
、
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石
見
国
長
野
庄
得
屋
郷
惣
領
地
頭
　
益
置
文
書

参
　
　
　
　
　
　
岩
爾
胤
時
軍
忠
状
　
　
大
爾
本
史
料

（部
分
）

貞
和
六
年
十

一
月
三
日
、
馳
向
三
隅
城
、
同
八
日
夜
押
寄
越
後
守
師
泰
陣
、

貞
和
六
年
十
二
月
警
六
日
、
師
泰
没
落
之
闇
、
追
越
江
河
井
河
上
城
令
退
治
、

観
應
二
年
正
月

足
利
尊
氏
は
南
朝
方
と
対
立
し
て
い
る
と
同
時
に
、
自
分
の
腹
臣

（高
師
泰

・
師

直
）
と
弟
直
義
の
い
さ
か
い
か
ら
、
直
義
と
養
子
直
冬

（実
は
尊
氏
の
実
子
）
を
敵

に
回
し
て
の
骨
肉
の
争
い
と
な
る
。

足
利
直
冬
は
貞
和
五
年
四
月
よ
り
長
門
探
題
と
な
っ
て
軸
に
居
た
が
、
同
年
九
月
に

師
直
勢
力
に
追
わ
れ
て
肥
後
に
逃
れ
る
。
し
か
し
、
九
熔
で
直
冬
は
勢
力
を
拡
大
し
、

貞
和
五
年
十

一
月
に
は
長
門
守
護
厚
東
武
村
が
直
冬
に
悪
じ
、
翌
年
の
五
月
に
は
安

芸
の
国
で
は
書
川
経
盛
が
、
さ
ら
に
石
見
の
諸
族
が
直
冬
党
と
し
て
挙
兵
す
る
。
三

饒
兼
連
ら
は
石
見
国

一
円
を
支
配
下
に
入
れ
る
程
優
勢
と
な
り
、
震
防
の
大
内
弘
幸

も
直
冬
に
應
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
幕
府
も
鍾
冬
方
勢
力
を
放
置
で
き
な

く
な
り
、
幕
府
の
侍
大
将
で
あ
る
高
師
泰
の
派
遣
と
な
る
。
師
泰
は
直
冬
追
討
の
院

宣
を
華
じ
て
、
観
応
元
年
六
月
二
十

一
日
に
京
都
を
出
発
す
る
。
鶴
爾
尊
氏
は
小
早

籍
氏
と
長
井
貞
頼

（長
和
庄
北
地
頭

・
福
山
市
草
戸
町
）
に
師
泰
の
支
援
を
命
じ
る
。

こ
の
時
師
泰
は
、
中
墨
地
方
の
成
敗
権
と
石
兄

・
長
問

・
備
後
守
議

（尊
経
鐵
文
庫

文
書
、
五
、
室
町
将
軍
家
御
教
書
案
）
と
し
て
下
向
す
る
。
西
進
す
る
師
泰
軍
に
対

し
て
直
冬
は
桃
井
左
京
亮
を
派
遣
す
る
。
左
京
亮
は
翌
七
月
十
七
籟
に
は
吉
嬢
経
兼

に
軍
勢
催
促
を
し
て
い
る
。
備
後
に
配
置
さ
れ
た
、
武
蔵
五
郎
は
、
直
冬
勢
に
対
す

る
防
衛
を
目
的
と
し
た
師
泰
の
後
方
の
備
え
と
み
ら
れ
て
い
る
。

師
泰
は
七
月
下
旬
よ
り
石
児
爾
の
二
十
二
ケ
城
を
抜
意
、
二
隅
兼
連
の
二
隅
城
を

目
ん
だ
が
、
戦
況
は
進
展
せ
ず
、
同
年
末
直
冬
軍
の
反
撃
に
遭

っ
て
敗
退
し
、
観
應

二
年
二
月
に
播
磨
圏
の
足
利
尊
氏
の
許
に
帰
陣
し
た
。

『
沼
隈
郡
誌
』
の
軍
忠
状
の
年
号
は
、
貞
和
二
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
本
は
何

れ
も
貞
和
七
年
で
、
北
朝
の
貞
糠
年
号
は
貞
和
六
年
二
月
二
十
七
日
か
ら
、
鶴
應
年

号
に
改
め
ら
れ
る
が
、
直
冬
は
其
後
も
貞
和
年
号
を
続
け
で
も
ち
い
、
高
師
直

一
族

が
亡
び
、
尊
氏
と
直
義
の
和
平
が
成
る
と
、
直
冬
も
宥
さ
れ
て
、
蟻
応
二
年
六
月
十

日
よ
り
貞
和
七
年
の
年
号
を
や
め
て
観
応
を
用
い
た
。

「
沼
隈
郡
誌
』
の
筆
者
は
、

直
冬
年
号
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
ら
ず
、
七
年
を
二
年
に
書
き
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
今
壇
刑
部
大
輔
直
貞
言
上
と
書
か
れ
て
い
る
の
も
疑
間
で
、
直
冬
の
部
将
で
今

爾
を
名
乗

っ
た
人
は
、
今
河
五
郎
直
貞
と
今
河
刑
部
大
輔
頼
貞
で
、
ま
た
同
猛
の
人

物
と
し
て
今
川
頼
基
の
子
息
で
、
丹
後

・
機
馬

・
因
幡
守
護
を
勤
め
た
今
用
機
部
助

駿
河
守
頼
貞
が
い
る
が
、
三
名
の
間
柄
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
ｃ

軍
忠
状
は
、
戦
い
に
従
い
軍
忠
を
た
で
た
武
士
が
、
そ
の
旨
を
書
き
記
し
、
所
属

の
大
将
に
差
出
す
文
書
で
、
日
付
の
奥
に
證
判
を
加
え
て
相
手
に
返
却
す
る
。
證
判

は
「
承
了

」

（今
河
藤
貞
）
判
、
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
う
。

「
闘
村
文
書
』
に

よ
る
と
、
今
河
直
貞
は
貞
和
六
年
七
月
二
十
三
日
に
、
筑
前
国
富
崎
八
幡
宮
に
祈
祷

さ
せ
て
い
る
。

２
．

足
利

（直
冬
）
鶴
教
書

（沼
隈
郡
誌
収
録
）

今
度
、
於
中
国
所
々
致
軍
忠
因
、
桃
井
左
京
亮
令
註
進
之
殊
以
神
妙
也
、
弥
可
抽
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戦
功
之
状
如
件
、

観
應

二
年
二
月

二
十
七
日

　

　

龍
黙
務
粧

　

（駆
鵬
鞣
駿
一
鑢
鴫
）

渡
辺
痢
部
左
衛
門
殿

参
　
　
　
　
　
　
桃
井
左
京
亮
軍
勢
催
促
状
　
　
士
口
編
家
文
書

為
師
菫
師
泰
以
下
薬
党
輩
誅
伐
、
奉
中
国
大
将
軍
、

（
足
利
直
冬
）
所
令
下
著
手

石
州
三
隅
郷
也
、
二
此
蘭
忠
節
之
次
第
、
殊
以
神
妙
候
　
早
馳
参
、
可
被
致
軍
忠

之
状
無
件
、

（桃
井
）

貞
和
六
年
七
月
十
七
日
　
　
左
京
亮

（花
押
）

吉
河
二
郎
三
郎

（
経
兼
）
殿

参
　
　
　
　
　
　
士
口
河
経
盛
申
状
　
　
　
　
　
　
士
口
覇
家
文
書

右
、
於
経
盛
、
去
自
五
月
、
参
御
方
揚
御
簑
致
軍
忠
之
慮
、
於
安
藝
国
寺
原
、
営

圏
守
護
武
田
兵
庫
助
、
去
六
月
八
日
、
寄
来
之
間
、
致
散
々
合
戦
之
慮
、
家
子
若

党
数
輩
被
疵
畢
、
鐘
而
桃
井
左
京
亮
注
進
、
三
角
入
道
市
村
擁
部
助
注
進

一
見
状

等
明
白
也
、
如
此
数
通
公
感
状
、
井
軍
忠
支
證
状
分
明
上
者
、
急
迷
被
経
御
沙
汰
、

預
御
下
知
、
成
安
堵
思
、
弥
為
抽
軍
忠
、
発
と
中
言
止
嬢
件
、

貞
和
六
年
十

一
月
　
　
日

（足
利
直
冬
安
堵
裏
書
）

任
此
状
可
令
領
掌
、
若
構
不
実
者
、
可
虎
罪
科
之
状
如
件
、

貞
和
六
年
十

一
月
甘
日

（
足
利
直
冬
）
　

（
花
押
）

こ
の
文
書
は
、
鶏
下
に
直
義
判
と
記
し
て
い
る
が
、
参
考
文
献
の
通
り
、
桃
井
左

京
亮
は
足
利
直
冬
の
部
将
な
の
で
、
発
給
者
を
直
冬
と
推
定
す
る
。

後
出
の
正
平
八
年
七
月
の
御
教
書
も
、
直
義
判
と
な
っ
て
い
る
が
、
直
義
は
こ
の
前

年
即
ち
正
平
七
年
二
月
に
は
鎌
倉
で
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直
義
判
は
存
在
せ
ず
、

直
冬
の
花
押
の
見
誤
り
か
ま
た
は
伝
写
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

れ
　
渡
辺
究
軍
忠
状

脱
カ

渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
究
圏
軍
忠
之
事

右
、
安
藝
国
御
退
治
御
進
発
之
間
、
自
最
前
御
方
所
々
御
合
戦
之
時
致
忠
節
畢
、

去
自
四
月
二
十
三
日
鶴
籠
、
毛
利
鏡
中
守
師
親
所
領
吉
田
之
庄
内
坂
之
間
御
伴
仕

候
、
日
夜
散
固
之
所
、
国
星
ハ
月
八
日
、
武
田
兵
庫
助
氏
信
以
下
凶
徒
等
寄
来
、
当

城
之
間
於
同
新
城
日
々
合
戦
仕
畢
、
十

一
月
八
日
夜
、
於
氏
信
向
簿
夜
討
之
時
、

散
々
致
合
戦
追
落
数
輩
凶
徒
等
畢
、
同
十
七
日
至
井
原
河
原
、
両
方
出
合
戦
之
時
、

捨
無
二
身
命
フ
抽
忠
節
者
也
、
即
違
落
彼
陣
進
籠
佐
東
致
尾
城
畢
、
其
外
秋
山
五

郎
城
以
下
天
野

一
族
等
押
寄
要
害
悉
令
退
治
候
、
如
此
次
第
毎
度
御
見
知
之
上
者
、

早
下
賜
御
判
為
備
末
代
亀
鏡
、
恐
々
言
上
如
件
、

観
應
三
年
十
二
月
　
日
　
　
訓
欄
駄
議
大
（割
）
ヵ

参
　
　
　
　
　
　
彙
】
川
経
兼
軍
忠
状
　
　
　
　
士
嘲
籍
家
文
書

吉
川
次
郎
二
郎
経
兼
申
軍
意
事

右
、
可
致
藝
州
坂
城
後
攻
之
由
、
預
御
催
役
之
間
、
今
月

一
日
、
雛
参
寺
原
御
陣
、
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印
大
将
御
共
仕
、
同
八
日
夜
、
押
寄
坂
向
陣
、
追
落
武
田
兵
庫
助
氏
信
、
要
害
以

下
廿
余
ケ
所
悉
焼
払
詑
、
同
十
三
日
、
氏
信
取
三
田
馳
山
陣
之
間
、
同
十
七
日
、

押
寄
彼
敵
陣
、
経
兼
致
自
身
太
刀
打
、
追
払
御
敵
等
虎
、
被
疵
在
所
頭
如
此
戦
功

之
次
第
、
大
将
及
御
見
知
者
也
、
然
者
早
賜
御
判
為
備
後
證
、
恐
々
言
上
如
件

観
応
三
年
十

一
月
　
日

（證
判
）
　
　

　
　

　

（今
川
頼
貞
）

「
承
了
」
　

　

　

（花
押
）

参
　
　
　
　
　
　
士
口
川
実
経
軍
忠
状
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
川
家
文
書

安
藝
国
大
朝
本
庄
壼
分
地
頭
吉
河
又
次
郎
実
経
申
軍
忠
事

一
去
年
四
月
廿
二
日
、
毛
利
少
輔
太
郎
元
春
構
内
部
城
之
間
、
御
発
行
之
時
、
御

共
仕
、
連
々
致
軍
忠
、
同
五
月
十
八
日
夜
、
責
落
彼
城
畢
、

一
同
六
月
八
日
、
元
春
楯
籠
吉
田
城
之
間
、
御
発
向
之
時
、
御
共
仕
之
虎
、
彼
元

春
令
降
参
、
即
被
破
却
城
椰
畢
、

一
同
十
五
日
、
毛
利
備
中
守
親
衡
楯
籠
坂
城
之
間
、
御
発
向
之
時
、
御
共
仕
、
連

々
致
合
戦
畢
、

一
石
州
凶
徒
山
形
打
越
之
間
、
武
田
六
郎
殿
御
発
向
之
時
、
御
共
仕
、
同
十
月
十

九
日
、
於
寺
原
城
懸
先
、
自
城
下
陳
ぉ
追
落
畢
、

一
同
十
日
、
武
田
六
郎
殿
御
返
之
時
、
則
御
共
仕
、
迄
干
十

一
月
八
日
六
ケ
月
之

間
、
彼
城
取
巻
、
日
々
致
合
戦
之
虎
、
十

一
月
八
日
、
終
夜
武
田
甲
斐
守
相
共

致
合
戦
畢
、
而
石
州
備
州
凶
徒
等
率
数
百
騎
、
為
親
衡
合
力
、
致
後
巻
之
間
、

同
十
七
日
、
井
原
河
原
合
戦
之
時
、
御
方
数
輩
討
死
之
刻
、
実
経
散
々
致
合
戦

畢
、
此
等
次
第
、
大
将
軍
御
見
知
上
者
、
為
給
御
證
判
、
粗
言
上
如
件
、

文
和

二
年
二
月
廿

二
日
　
　
　
藤
原
実
経
上

（證
判
）
　

　

　

（武
田
氏
信
）

「
承
了

」
　

　

（花
押
）

安
芸
吉
田
と
は
、
高
田
郡
吉
田
庄

の
こ
と
で
、
本
家
は
京
都
祇
園
社
領
家
は
花
山

院
家

で
地
頭
職
は
毛
利
氏
が
有
し
て
い
た
。

久
安
五
年
、
近
衛
天
皇

の
勅
願
に
よ
り
祇
園
社

一
切
経
会
が
始
め
ら
れ
た
時
か
ら
、

吉
田
庄
は
料
所
に
な
り
、
年
貢
米
三
百
石
が
寄
進
さ
れ
る
。
観
應
元
年
、
毛
利
親
衡

が
吉
田
庄

で
戦

っ
た
た
め
、
祇
園
社

一
切
経
会
が
納

め
ら
れ
ず
、
領
家
方
会
料
だ
け

で
か
ろ
う
じ
て
挙
行
さ
れ
た
。
同
三
年

に
、
再
び
親
衡
が
吉
田
庄

で
戦

っ
た
た
め
に

花
山
院
雑
掌
は
吉
田
庄

に
入
れ
ず
、
地
頭
方
と
領
家
方

の
会
料
が
納
め
ら
れ
ず
、　
一

切
経
会
は
中
止
と
な

っ
た
。
以
後
花
山
院

は
領
家
方
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
の
実
権
は
毛
利
氏
に
移
る
。

観
応

二
年

の
こ
ろ
、
直
冬
方

の
毛
利
氏
は
吉
田
庄

の
周
辺
地

に
あ
る
吉
田
庄
領
家

分
や
厳
島
神
社
領
等

の
所
領
拡
大
を
計

っ
て
い
る
。

『
嵯
峨
源
氏
渡
辺
系
図
』
に
よ

れ
ば
、
足
利
直
冬

に
御
教
書
を
賜

っ
た
渡
辺
刑
部
左
衛
門
は
、　
一
ケ
月
後
の
観
応
二

年
四
月

二
十

二
日
に
、

「
吉
田
庄
内
坂
城
於

い
て
討
死

」
と
記
さ
れ
戦
死
し
て
い
る
。

反
尊
氏
派

の
毛
利
氏
の
所
領
拡
大

の
動
き
は
、
幕
府

の
地
方
官

で
あ
る
守
護

に
は

黙
認
で
き
な
い
こ
と
で
、
治
安
維
持
と
反
幕
勢
力
追
討

の
た
め
観
応
三
年
四
月
、
安

芸
守
護
武
田
信
武

の
子
息
氏
信

の
率

い
る
熊
谷
直
氏

・
内
藤
教
泰

・
阿
曽
沼
光
郷

・

吉
川
実
経

の
軍
勢
が
攻
撃
を
開
始
す
る
。
毛
利
師
親

の
内
部
城
は
二
十

二
日
よ
り
攻
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撃
が
始
ま
り
、
五
月

二
十
八
日
に
落
城
、
師
親
は
逃
れ
て
吉
田
城

（郡
山
城

・
高
田

郡
吉
田
町
）

に
楯
籠

ゃ
た
が
六
月
八
日
に
降
参
す
る
、
次

い
で
親
衡

の
楯
籠
る
坂
城

（
日
下
津
城

・
高
田
郡
向
原
町
）
を
包
囲
攻
撃
す
る
が
、
六
ケ
月
た

っ
て
も
攻
落
せ

な
か

っ
た
。
十

一
月

に
は
直
冬
方

の
石
見

・
備
後

の
軍
勢
が
坂
城
後
攻

め
に
来
援
、

大
将
今
川
刑
部
太
輔
頼
貞
軍
と
毛
利
軍
は
十

一
月
八
日
武
田
軍

の
陣
地

に
夜
襲
を
か

け
、
武
田
軍
を
追
い
落
し
、
要
害

二
十
余
ケ
所
を
焼
払
う
。
続

い
て
追
討
を
か
け
た

直
冬
軍
は
同
十
七
日
の
、
井
原
河
原

（
広
島
市
安
北
区
自
木
町
井
原
）

の
合
戦

で
勝

利
し
、
武
田
軍
を
敗
走
さ
せ
て
い
る
。

南
北
朝
時
代

の
幕
府
方
守
譲

の
職
務
の

一
つ
に
、
軍
忠
注
申
が
あ

っ
た
。
足
利
直

冬
方

の
守
護
と
同
格
と
推
定
さ
れ
る
人
物

に
、
今
河
五
郎
直
貞

・
桃
井
左
京
亮
の
後

に
発
場
す
る
の
が
、
今
川
刑
部
太
輔
頼
貞

で
、
渡
辺
究
軍
忠
状

に
は
今
川
刑
部
太
輔

の
證
判
が
あ

っ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

吉
川
氏
は
駿
河
国
吉
川
を
本
貫
地
と
し
た
藤
原
氏
で
、
居
住
地
名
を
も

っ
て
姓
と

し
た
。
承
久

の
乱
後
安
芸
国
大
朝
本
庄

の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
鎌
倉
末
期

に
移
住

す
る
。
吉
川
経
光

の
長
男
経
高
は
安
芸
吉
川
氏
の
祖
と
な
り
、
経
高

の
孫
実
経
は
武

田
氏
に
従

い
毛
利
攻
め
に
活
躍
す
る
。

経
光

の
三
男
経
茂
は
三
隅
氏

（
三
隅
庄

を
本
拠
と
す
る
）

か
ら
分
家
し
た
永
安
兼
祐

の
孫
娘
で
あ
る
尼
良
海
と
結
婚
、
妻
が
祖
父
母
よ
り
所
領
を
譲
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

石
見
吉
川
氏
と
な
る
。
経
茂

の
三
男
経
兼
は
今
川
頼
貞

の
命
を
受
け
、
十

一
月

の
寺

原

の
陣
、
坂
城

の
合
戦
、
三
田
馳
山
の
攻
撃

に
加
は
り
武
田
軍
を
追
払

っ
て
い
る
。

４
．

足
利

（直
欠
↓

御
教
書

安
藝
国
凶
徒
退
治
之
事
、
虎
差
遺
今
川
刑
部
太
輔
函
勲
也
、
速
令
発
向
、
可
致
軍

忠
之
条
如
件

直
欠
カヽ

正
平

八
年
七
月
二
日
　
　
　
　
判
直
義

渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
殿

参
　
　
　
　
　
足
利
直
冬
御
教
書
　
　
　
　
士
口
川
家
文
書

石
見
国
西
方
凶
徒
対
治
事
、
守
護
人
下
向
之
間
、
営
方
地
頭
御
家
人
等
相
互
令
談

合
、
運
謀
策
可
棒
連
署
注
進
状
如
件

正
平
九
年
八
月
十
三
日
　

　

　

（直
冬
）

（花
押
）

吉
河
次
郎

二
郎
殿

尊
氏
と
直
義

の
対
立
が
激
し
く
な
り
、
直
義
は
京
都
を
の
が
れ
て
北
国
か
ら
鎌
倉

に
入
る
。

一
方
、
尊
氏
は
鎌
倉

の
直
義
を
討

つ
方
策
と
し
て
観
応

二
年
十

一
月

に
南
朝

に
く

だ
り
、
直
義
追
討

の
綸
旨
を
得

て
東
国
に
向
か
う
。
関
東

の
諸
将
は
尊
氏
派
と
し
て

旗
色
を
鮮
明
に
し
直
義
軍
を
圧
到
す
る
。
や
む
な
く
直
義
は
降
伏
す
る
と
、
尊
氏
は

鎌
倉

に
入
り
直
義
を
延
福
寺

に
幽
閉
す
る
。
幽
閉
さ
れ
た
直
義
が
毒
殺
さ
れ
た
の
は

観
応
三
年
、
南
朝
年
号
で
は
正
平

七
年

二
月

二
十
六
日
で
あ
る
。

直
義

の
死
に
よ
り
打
撃
を
う
け
た
直
冬
は
、
九
州

に
お
け
る
勢
力
を
ひ
き
あ
げ
て

長
門
国
に
転
進
し
、
正
平

七
年
十

一
月
十
二
日
、
石
塔
頼
房
を
介
し
て
南
朝

に
く
だ

る
。
北
朝
年
号

に
つ
い
て
観
応
三
年
九
月

二
十
七
日
、
文
和
と
改
元
さ
れ
、
ま
た
南
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朝

に
帰
順
し
た
後
も
、
直
冬
は
観
応
年
号
を
使
用
し
て
い
る
。

正
平
七
年

に
、
足
利
直
義
は
死
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
直
義
と
書

か
れ
て
い
る
の

は
誤
ま
り
で
、
直
冬

の
書
状
と
推
定
す
る
。

５
．

〈
「
川
頼
貞
感
状

自
最
前
、
為
御
方
被
致
忠
節
之
条
、
尤
神
妙
也
、
以
其
旨
可
申
注
進
之
状
、
執
達

如
件
、

正
平

八
年
十
月
十

一
日
　
　
　
今
川
刑
部
太
輔
判

渡
辺
四
郎
左
衛
門
尉
殿

参
　
　
　
　
　
〈
「
川
頼
貞
感
状
　
　
　
　
　
　
　
士
口
川
家
文
書

（端
裏
書
）

「
今
川
殿

」

営
国
坂
城
後
攻
合
戦
以
後
、
度
々
被
致
忠
節
之
条
、
尤
神
妙
也
、
以
此
旨
可
申
注

進
之
状
、
執
達
如
件
、

観
応
三
年
十

二
月
六
日
　
　
胎
訓
輝
輯

（花
押
）

（経
兼
）

吉
河
次
郎
三
郎
殿

二
通
の
感
状

に
共
通
す
る
こ
と
は
、
文
章
内
容
が
似
通

っ
て
い
る
こ
と
、
今
川
頼

貞
が
吉
川
経
兼

に
与
え
た
感
状

は
、
前
記
、
吉
川
経
兼
軍
忠
状
観
応
三
年
十

一
月
、

を
経
兼
が
提
出
し
た
こ
と
で
、
頼
貞
が
発
給
し
た
文
書
で
、
渡
辺
四
郎
左
衛
門
も
経

兼
と
同
様

に
、
軍
忠
状
を
正
平

八
年
六
月

の
頃
今
川
頼
貞
に
提
出
し
て
い
た
も
の
と

推
定
す
る
。

渡
辺
氏
の
系
図

に
つ
い
て
、

『
尊
卑
分
詠
』

の
嵯
峨
源
氏
と

『
読
史
総
覧
』

の
肥

前
松
浦
氏
と

「
嵯
峨
源
氏
渡
辺
系
図

」
の
三
系
図
が
略

一
致
し
て
い
た
こ
と
、
次

に

滝

日
と
は
、
宮
中

の
警
衛

に
当

っ
た
武
士

（清
涼
殿

の
東
北
方

に
滝

口
の
陣
が
あ

っ

た
）
が
滝

口
を
詰
所
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

越
前
福
井

よ
り
長
和
庄

に
来
住
し
た
渡
辺
信
濃
守
高

よ
り
以
降
は
、
各
系
図
と
も

に
人
物
と
年
代
は

一
致
し
て
い
る
が
、
信
濃
守
高

の
親
と
さ
れ
る
直
と
忠

・
究

・
持

の
四
名
を
観
応
時
代

の
人
物
と
し
て
い
る
こ
と

に
疑
間
が
残

る
。

平
安
時
代
よ
り
肥
前
国
松
浦
地
方

で
は
、
居
住
地

を
も

っ
て
姓
と
し
、
名
前

に

一

字
名
を
用

い
る
松
浦

一
族
が
繁
栄
し
て
い
た
。

足
利
氏
が
政
権
を
獲
得
す
る
と
、
松
浦

一
族
は
、
足
利
氏
と
同
じ
源
氏
の

一
族

で
あ

る
と
し
て
、

「
御

一
族

」
「
嵯
峨
源
氏

」
を
積
極
的

に
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
。

鎌
倉
時
代

の
松
浦
氏
と
備
後
渡
辺
氏
の
系
図

の
上
で
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
渡
辺

氏
が
直
冬
方

の
参
陣

の
招
き
に
応
じ
て
、
九
州
関
係
の
今
河
直
貞
次

い
で
桃
井
左
京

亮
と
今
川
頼
貞

に
属
し
た
こ
と
は
、
九
州
か
ら
石
見

・
安
芸
え
と
転
戦
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

安
芸
国
の
渡
辺
氏
に
就

い
て
、

「
萩
藩
諸
家
系
図
』
に
は

「
渡
辺
氏
は
嵯
峨
源
氏

に
し
て
摂
津
国
西
成
郡
渡
辺
よ
り
起
る
。
建
武
三
年
毛
利
時
親
が
安
芸
国
吉
田
庄

に

下
向

の
時
屈
従
し
、
代

々
毛
利
家

の
譜
代
と
し
て
重
き
を
な
し
た
。
大
永
三
年
元
就

の
本
家
相
続
を
要
請
し
た
十
五
人
連
署
の

一
人

に
渡
辺
長
門
守
勝

の
名
が
あ
る
ピ
と

安
芸

で
は
譜
代

の
家
臣
と
し
て
い
る
。
備
後

の
渡
辺
氏
は
、
毛
利
氏
の
参
陣
の
招
き

に
応
じ
毛
利
勢

に
与
力
し
た
軍
勢

の
よ
う
で
、
渡
辺
氏
の
諸
系
図
か
ら
は
安
芸
の
渡

辺
氏
と
の
関
係
は
何
も
記
さ
れ
ず
不
明

で
あ
る
。
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江
戸
時
代
の
中
期
額
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

「
備
後
吉
城
認
』
に
は
、
落
隈

郡
山
田
村
に
渡
辺
氏
と
観
応
年
号
が
見
ら
れ
る
が
、
信
頼
の
お
け
る
史
料
で
は
な
く
、

渋
川
古
文
書
に
よ
る
と
、
元
享
四
年

（
一
三
二
四
）
の
渋
川
丹
波
守
貞
頼
の
譲
状
で

は
、
備
後
国
に
渋
川
領
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
の
に
、
観
応
三
年
六
月
の
渋
躍
直

貞
の
譲
状
に
は
、
沼
隈
郡
と
推
定
で
き
る
山
南
郷
と
山
田
村
を
嫡
子
金
王
九
に
譲
渡

し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
備
後
の
守
護
、
長
井
氏
に
現
存
文
書
が
無
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
不

明
で
あ
る
が
、
山
南
郷
が
長
井
氏
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
鎌
倉
幕
府
の

崩
懐
に
よ
り
、
北
条
氏
ル
丑
（に
長
井
氏
も
没
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
南
郷
は
長
井
氏
よ
り

難
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。
そ
の
後
、
元
弘
の
乱
の
窓
賞
と
し
て
、
元
弘
三
年
七
月

（岩
松
経
家
と
小
早
網
茂
平
は
同
年
七
月
十
九
日
に
恩
賞
が
あ
っ
た
。
ま
た
足
利
尊

氏

・
直
義
と
岩
松
氏
の
地
嚢
職
は
北
条

一
族
か
ら
の
没
収
地
で
、
尊
氏
の
分
に
は
政

治
的
軍
事
的
重
要
地
域
が
多
い
。
）
の
頃
渋
川
氏
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

渋
川
氏
の
家
格
は
、
斯
波

・
石
塔

・
一
色
氏
と
同
格
で
、
足
利
氏
と
最
も
近
い
聞
柄

で
あ
る
こ
と
、
渋
川
義
季
の
妹
が
、
足
利
直
義
の
室
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
瀬
戸

内
海
の
要
で
あ
る
、
覇
を
念
頭
に
お
い
て
の
配
慮
の
結
果
の
よ
う
で
あ
る
。

尚
、
潜
限
町
中
山
南
の
光
照
寺
の
寺
伝
と
し
て
、
「
健
保
酒
年

（
一
二

一
六
）
明

光
上
人
が
開
理
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
の
将
軍
、
源
実
朝
よ
り
寺
領
と
し
て

山
南
の
庄
を
賜
わ
る
ご
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、

「
常
楽
台
主
老
納

一
期
記
、
下
』
に

は
「
存
覚
六
十
三
才
、
文
和
元
年
十
月
之
頃
、
性
覚

・
明
光

（甘
縄
了
円
）
等
於
御

壌
参
詣
之
所
串
云

」
と
明
光
が
京
都
の
本
願
寺
に
参
議
の
た
め
来
た
と
し
て
い
る
。

存
覚
は
京
都
仏
光
寺

・
山
南
光
照
寺
等
の
「
一
流
相
承
系
図

」
の
筆
者
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
て
、
明
光
が
百
数
十
年
も
長
生
き
し
た
と
は
考
え
難
く
、
光
照
寺
の
寺
領
と

開
創
年
代
の
寺
伝
は
信
用
で
き
な
い
。

渡
辺
氏
の
山
簿
村
え
の
入
怒
に
つ
い
て
、

『
渡
辺
氏
系
図
算
輯
』
か
ら
は
、
南
北

朝
時
代
に
備
後
と
の
関
係
を
示
す
史
料
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
「
嵯
峨
源
氏
渡

辺
系
図

」
の
渡
辺
越
中
守
兼
の
項
に
「
山
名
俊
豊
殿

（
延
徳
三
年
備
後
守
護
）
備
後

苧
票
城

（尾
道
市
原
田
覇
小
原
）
住
、
後
闘
国
濯
隈
郡
由
田

一
乗
山
城
築
城
ス
、

（中
略
）
京
都
以
来
所
々
抽
軍
忠
因
テ
、
坪
生
五
ケ

・
藁
江
青
木

・
本
庄
正
枝

・
歯

北
、　
一
行

（書
状

一
通
）
山
名
家
ヨ
リ
賜
、
後
本
梨
方
敵
方
現
形
制

一
分
ニ
テ
同
国

苧
原

へ
押
上
り
、
要
害

二
取
誘
シ
十
ケ
年
在
城
、
苧
原
度
々
合
戦
備
中
衆
引
請
取
相

及
、
両
宮
吉
和
曲
へ
引
請

一
戦
ス
、
難
有
届
我
息
山
田
ハ
木
梨
方
知
行
ノ
条
替
候
テ

当
郷
へ
漸
入
、　
一
万
六
千
貫
ノ
宮
ジ
敵

ニ
シ
テ

一
減
築
在
身
候
ご
と
あ
り
、
ま
た

「
渡
辺
氏
系
図

」
の
越
中
守
兼
の
項
に
も
「
属
山
名
俊
豊
備
後
自
車
戸
同
国
苧
原
城

住

ス
、
後
同
国
沼
隈
郡
山
田
タ
ロ
之
城

（甲
谷
城
）
二
住
ス
、
又
同
所
之

一
乗
山
築

城
住
ご
と
記
し
て
い
る
。

も
う

一
つ
参
考
と
し
て
鶴
賓
文
庫
の

「
草
戸
明
細
記
』
に
は
、

「
渡
辺
氏
之
事
、

先
祖
渡
辺
信
濃
守
高

ハ
應
永
十
二
酉
年
二
月
十
六
譴
二
草
出
村

二
来
り
住
居
す
と
云
、

渡
辺
氏
の
古
屋
敷
を
土
居
と
云
、
信
濃
守
之
孫
越
中
守
兼
迄
住
居
ス
、
越
中
守
兼

ハ
、

日
親
上
人
二
受
法
し
、
大
曼
茶
羅
三
幅
之
宝
物
を
頂
載
し
国
二
帰
り
寺
緑
之
地
を
撰

ミ

一
寺
を
建
立
せ
ん
と
す
、
其
頃
将
軍
之
命
二
背
き
し
、
宮
民
部
左
衛
門
尉
藤
原
信

定
元
近
を
打
取
る
。
此
儀
定
が
父
を
伊
勢
守
定
親
と
云
、
蕃
提
所
二
定
親
坊
と
云

一

寺
を
建
つ
、
越
中
守
兼
定
親
坊
を
再
興
し
て
広
昌
曲
常
墨
寺
と
改
む
、
越
中
守
兼

ハ
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永
正
十
六
卯
年

（
一
五

一
九
）
山
田
村
之

一
乗
山
城
を
築
き
て
是

二
移
る
ピ
何
れ
に

し
て
も
渡
辺
氏
が
文
明
年
中

に
山
田
村
を
領
有
し
た
と
す
る
説
は
、
諸
系
図
か
ら
は

肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

九
州
探
題

の
渋
川
氏
と
、
備
後
守
護
の
山
名
氏
共
に
家
運
は
衰
え
、
備
後

に
は
大

内
氏
と
尼
子
氏
の
勢
力
が
進
出
す
る
混
乱
期

に
、
本
梨

（杉
原
）

。
宮

・
渡
辺
氏
の

間

で
山
田
村
を
巡

っ
て
の
争

い
は
、
果
し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
義
家
‐

吉
川

氏
略

系
図

吉
川
経
義

石
見
吉
川

三
男
　
　
一二
男
　
　
　
　
毛
利
元
就
二
男

・
経
い
け
Ч
Ｉ
Ｉ

二 経
時
イ
「胸
―

‐

‐
一冗
春

石
見
国
　
一二
隅
庄
領

は
様型
罠
唇
議
獅 安―
尼
良
海

警喜

雌

足
利
氏

上
Ⅸ
川
氏

略

系
図

毛
利

氏
略

系
図

丹
波
守
　
　
建
武
二
年
七
月

中
務
大
輔
　
九
州
探
題

厚

―

春金
王
丸

怖語
男

経   経五
長   盛郎

1又    雨
実治
籠蚤良8

足泰
利氏

|

足 1    号 |二
利頼
氏

募]   奪
脈 1-― ―― _1

大
江
広
冗

-套寿    昇壻介琵    駐
|

経

半

親
衡

|

馨零鳥7

優翼涎

守頭朝長長
井和
貞庄
広北
養方
子地
頭

元
就

‐貞氏耐
ｈＨ
囃

初
メ
親
茂

備
中
守

四
男
　
　
陸
奥
守

吉
田
庄
地
頭

__幸
子
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嵯
峨
天
皇

源
融

辺経
渡

三
郎
左
衛
門
尉

‐
企

―

―

滝
口
左
衛
門
尉

―
高
　
信
濃
守

明
徳
二
年
生

応
永
十
二
年
長
和
庄
来
住

嘉
吉
元
年
卒
、
空
山

嘉
吉
三
年

一
本
古
城
記

母
　
佐
々
木
左
近
高
家
女

室
　
一二
谷
氏

―
兼
　
信
濃
守

‐

応
永
二
十
二
年
生

文
明
九
年
卒
、
宗
慶

室
　
林
因
幡
亮
女

‐
家
　
信
濃
守

享
徳
元
年
生

永
正
六
年
卒
、
蓮
心

室
　
宮
若
狭
守
女

室
　
村
上
右
京
亮
女

嵯
峨

源

氏

渡

辺

系

図

滝
口
惣
官

「‐‐｛二男
―
満
滝
口

渡読尊
辺史卑
氏総分
系覧詠
図
｀

算肥
輯前
松
浦
氏

綱

渡
辺
ヲ
称
ス

渡
辺
武
者
所

政

二
従
軍
功
有

首承
之
乱

基

中
屋
兵
衛
尉

‐
持

―

―

四
郎
左
衛
門

頼治
「

~~~¬

滝

久

　

　

　

　

　

　

　

　

一

一陥

鎮
西
松
浦渡

辺
惣
官

兵
衛
尉
薩
摩
守

渡
辺
ヲ
称
ス

滝
口
大
夫

源
大
夫
判
官

泰

久

―
―
―

直

―
―
―

枝

―

―

持
―
―

撃

―

―
繁
渡
辺
豊
前
守

‐
兼

―
‐―
―
‐―
―

渡
辺
三
郎
左
衛
門
尉

組引
耐
いが
四
郎
二
郎

―
兼

越
中
守

文
明
二
年
生

文
明
十
七
年
上
京

長
享
元
年
帰
国

永
正
十
六
年

一
乗
山
城
に
移

享
禄
三
年

『
渡
辺
先
祖
覚
書
』

天
文
十
五
年
卒
、
日
端

室
　
渡
辺
飛
弾
守
女
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